
課題番号 18

件名 日本語講座の持続的運営について

現状

・外国人住民に対する初級日本語講座（例年　火・水・木：各20回）は長崎

市国際ボランティアにより長崎市が運営している。現在、ボランティアと受講

者のマッチングやとりまとめ等を市職員が行っている。

・本講座は、無料で、年間延べ1,000人以上の外国人が受講している。

何をどのような状態にし

たいか

運営を持続可能なものとするため、ボランティア含め多様な主体による運営を

行っていきたい。

提案者に求めるもの
受講者に経済的負担をかけず、ボランティア含め多様な主体による運営とする

ためのスキームなどを提案して欲しい。

これまで実施したこと

・ボランティアのスキルアップを目的とした研修会の実施。

・ボランティアが活動しやすい環境を提供するための、意見交換を目的とした

中間研修の実施。

提案募集期間 随時

関連リンク https://www.city.nagasaki.lg.jp/page/2004.html

予算化の可能性 今後（提案内容に応じて）検討

その他 提案内容によっては予算措置の有無を検討。

担当部署 国際課

提案募集シート


